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　用　　語　　表　　（20）
番長　　　’　　　　　　　　　譲　　　　　　．明
1671前世紀末ビケリングが螢明した光度計，北極星と他星とを比較測定する眼硯器械．
工672光輝の微細な量を測る．．ｨ眞像を測るのが前通で，種々の物理器械庶用のもの．
g673　近代物理學的器械を鷹謝したもの。セレニウム，光電管等の感光性を用みる．
1674光電管の鈴敏な感光性を利用する光度計で，短週期攣星の襯測や室内に用みる．
1675　爲眞乾板上の星像を測って光度を知るもの．星像の大きさや娠度を測る方法がある
1676二つのニコル・プリズムの相互回轍こより偏光の原理を利用するもの■．
1677　プリズムによる全反射を利愚して2屋の像を比較し測定：する方法．
1678　セvニウムが感光してTdA／抵抗を減ずる理を利用するもの．
1679光略中に模形の吸牧禮を置いて比較星の光度を調笥し，光度測定を行ふもの．
1680　眼硯的方法による光度測定方法で，窮眞法や物理法に封ずるもの．
1681天盟や一般光源の光輝の強さを測る技術。第19世紀初から學的に漸次蛮淫した．
1682眼のみに依らす，何等かの器械装置を旛回した光度計．
1683光電現象の民用により之を器械に装置し，多くは望遠鉢の接眼部に光電管を附す．
1684　前世紀末，ケ1プ罵眞調査にギノレ・ヵプタイン爾氏が始め，其後種々改良進歩あリ
ユ685測光學は皆物理論の癒用であるが特にセレニウムや光電管の鷹用によ多ものを云ふ
1686　熱電氣學的原理を主用し，多くは測磯光度計として警達し・スペクトル研究に用ふ
ユ687純輝な肉眼による測定から望遠鏡による眼覗観測に至るまで凡て眼の感光度に頼る
1688　眼に感じる光線を罵眞的に撮影して測光學に膳黙する．もの．爲眞術よりも感光悪し
1689天罷表面にて白色の自署光を出すガス暦．此の層は不透明で，其の内部を見せない
1690　恒星の光球．恒星の光の至要部は此の球面から登し，光學的に恒星を代表するもの
1691　悪人の眼に最も強く見える太陽面．凡ゆるガスを含み，温度約6千渡。逆履に包まる’
1692器械の廻車貢に際し軸受けの上に弄る部分。圓筒形が理想的だが，微細な誤差もある
1693　研究上の計謁や設計．
1694宇宙の構造を研究するためカプタインが1906年に計書し，諸所で今尚進捗中のもの
1695宇宙の幾何心的考察のため，いろんな底面が規定され．る．下を見よ．
1696　離脱を載せてみるZF面．赤道面と23。27’だけ傾いてみる．遊星臆面のため微動する
1697地球の赤道を一律面と考へたもの．太陽や各遊星にも同心な赤道面が考へられる1
‘1698　太陽系研究のためには黄道面1又は不攣軍面，宇宙研究には銀河面の如きもの．
ユ699銀河は引々一溜面上にあるが，特に其の中心線を貫く理想的4面を標準的に考へる
1700’事ｧな地李面は假想のものである．海の水漏線は天丈學的な地不面を表はさない．
天界
239
??
248
?
152
v
??
179
260
?
??
／t
65
　　　英　　　　語
Tangential　componept
Upper　component
Massive　construction
Heavy　construction
Dead　reckoning
Escapement
Estimation
Rough　estimation
Visual　estimation
Prismatic　inequality
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